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平成26年度　臨床検査学ユニット研究活動状況

１．ユニットメンバー

若山　育郎、市村　輝義、花井　淳、後藤　きよみ、
鍵弥　朋子、竹田　知広、大瀧　博文、荒川　裕也

２．平成25年度活動報告

　以下の各テーマに沿って、個人およびグループ研究
（学外との共同研究含む）を行った。
＜若山育郎＞
・鍼灸の診療ガイドラインに関する研究
各学会による診療ガイドラインに鍼灸の記載があるかど
うかを調査したうえで、記載があるものについては、最
新のEBMに基づいたものであるかを検証する。
・全日本鍼灸学会学術大会の発表論文の出版バイアスに
関する研究
全日本鍼灸学会学術大会で発表された論文がその後どの
程度実際に雑誌等に掲載されているかを調査する。
＜市村輝義＞
・認知症（予防）の診断と臨床検査に関する研究と啓蒙
　認定認知症領域検査技師（認知症予防学会＆日本臨床
衛生検査技師会）の資格を獲得し、認定認知症領域検査
技師認定試験ワーキンググループ委員および認定認知症
領域検査技師講習会委員長として企画・運営をし、その
啓蒙をした。（次年度継続）
認知症診断のための臨床検査（アミロイドβ、リン酸化
タウ、頸動脈エコー、光トポグラフィーなど）の有用性
について確認し、その教育をした。（次年度継続）
＜花井　淳＞
・各種疾患の臨床病理学的研究
　経験した症例の病理学的検索を行い報告した。
＜後藤きよみ＞
・超音波診断装置を用いた検査の応用
組織エラストグラフィを応用した筋肉組織の硬度評価に
関する研究
＜鍵弥朋子＞
・梅等の食品中成分が生体に与える影響について（和歌
山医大食品機能講座との共同研究）
消化器細胞に与える影響について、実験継続中である。
・副甲状腺関連遺伝子についての研究
　第37回日本分子生物学会年会にて発表した。
＜竹田知広＞
・血友病インヒビター新規免疫寛容療法の研究（奈良県

立医科大学小児科との共同研究）
・蕁麻疹の病態と血液凝固の関わりについての研究
allergy internationalに投稿した。（広島大学皮膚科との
共同研究）
・喘息の病態と血小板についての研究
　American Academy of Asthma Allergy and 
Immunology年次総会にて報告した。

（国立成育医療研究センター研究所　免疫・アレルギー
研究部との共同研究）
＜大瀧博文＞
・トリプトファン代謝と感染免疫に関する研究
　ウイルス性劇症肝炎マウスモデルおよびマウス敗血症
モデルにおけるトリプトファン代謝の役割をBBA誌お
よびInfect Immun誌に報告した（岐阜大学との共同研
究）。
・臨床的に稀に分離される菌血症起炎菌の臨床背景にお
ける検討
　Leptotrichia trevisaniiにおける菌血症例を日本臨床
微生物学雑誌に報告した（岐阜大学病院との共同研究）。
・細菌の簡易同定および薬剤耐性菌検査の効率化におけ
る検討
発色剤および抗菌薬含有培地を用いた簡易同定法および
薬剤耐性菌検出の効率化について基礎検討および前向き
検討を実施した（岐阜大学病院との共同研究）。
＜荒川裕也＞
・自己免疫性甲状腺疾患と病態感受性遺伝子における一
塩基多型の探索
昨年度より継続中。平成27年度中に投稿予定。（大阪大
学医学系研究科　予防診断学研究室と共同研究）
・副甲状腺関連遺伝子pspの分子生物学的研究
　in situ ハイブリダイゼーションに用いるプローブ作
製のためにクローニングを行った。　
・ALS多発地域における健康診断検体を用いた新規検査
マーカーの検索
　健康診断を行い、検体採取を行った。今後、この検体
を用いて検査マーカーの検索を行っていく予定である。

平成26年度臨床検査学ユニット業績
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